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第 三 章 日 本 の 思 想

１ 日 本 の 固 有 文 化

① 日 本 の 風 土 と 文 化

Ａ Ｂ c f . Ａ だ か ら Ｂ

温 帯 [１ ]で [１ ]の 変 化 に 富 む [１ ]国Ａ ：

Ｂ ： 自 然 と の 交 感 に 安 ら ぎ 、 心 の 世 界 と 物 の 世 界 が 一 体 ・ 不 可 分 。

全 体 の 調 和 や 直 感 を 重 視

( 1 ) … 古 い 文 化 と 新 し い 文 化[２ ]性

e x . 神 道 ・ 仏 教 ＋ キ リ ス ト 教 の 共 存
し ん と う

( 2 ) … 外 来 文 化 の 受 容[３ ]性

∴ 宗 教 的 迫 害 や 、 正 統 v s 異 端 の 争 い が 少 な い

② 自 然 ・ 宗 教 観

[４ ] [ ５ ]神( 1 ) 自 然 崇 拝 の 多 神 教 c f . で

自 然 の 事 物 や 自 然 現 象 に は 霊 魂 （ ア ニ マ ） が 宿 っ て い る と 考 え る 思 想

天 照 大 神 （ [６ ]カ ミ ）e x . 太 陽 →

国 生 み の 神 男 女 二 神 の 娘 で 、 日 本 神 話 の 中 心 的 な 女 神[７ ]（ ノ ミ コ ト ） と [７ ]（ ノ ミ コ ト ）

注 : 災 厄 な ど を も た ら す 「 悪 」 神 も 重 視 c f . の 一 面[８ ]（ ノ ミ コ ト ）

ア マ テ ラ ス （ オ オ ミ カ ミ ） の 弟 。 高 天 原 で 暴 れ た た め 出 雲 国 に 追 放 さ れ た

… 神 々 の 国高 天 原 （ [９ ]が は ら ）

… 人 間 の 国 （ イ ザ ナ ギ と イ ザ ナ ミ が 作 っ た ）葦 原 中 津 国 （ [ 1 0 ] く に ）

… 死 者 の 霊 魂 が 行 く 国 。 地 下 の 国 （ 根 の 国 ）黄 泉 国 （ [ 1 1 ] の く に ） 「 」

( 2 ) 神 道 の 発 展

１ 古 神 道

祭 神 … 祖 先 神 c f . 神 社 の 氏 子[ 1 2 ] 神
う じ こ

… 土 地 神 （ → 郷 土 愛 ）[ 1 3 ] 神

[ 1 4 ] [ 1 4 ] 説２

「 本 来 （ Ａ ） と 「 仮 （ Ｂ ）」 」

… 仏 が Ａ と し て 、 日 本 の 神 々 に Ｂ し て い る c f . 寺 内 社

（ 1 3 Ｃ ～ ） は 、 反 発[ 1 5 ] 神 道

③ 人 間 観

( 1 ) … 純 粋 さ と 公 共 心[ 1 6 ] 心 （ 清 き 明 き 心 ）
あ か

き た な き 心 … 利 己 的 な 私 心

( 2 ) … 人 や 社 会 に 、 不 幸 を も た ら す も の[ 1 7 ] （ 罪 ）

e x . 犯 罪 ＋ 病 気 や 天 災

→ で 洗 い 清 め る こ と が で き る[ 1 8 ] （ 禊 ） と [ 1 8 ] （ 祓 ）

∴ ツ ミ は と 同 一 視 さ れ 、 不 浄 や 醜 さ を 感 覚 的 に 罪 悪 視[ 1 9 ] （ 汚 ）

( 3 ) 死 生 観 … 生 者 と 死 者 の 世 界 は 交 流

c f . ＿ 常 民 を 研 究 し 、 民 俗 学 を 創 始[ 2 0 ]

名 も な き 庶 民

＿ 民 俗 学 を 日 本 文 学 や 古 典 芸 能 の 研 究 に 応 用 。 歌 人 と し て は 釈 空[ 2 1 ] 迢
し ゃ く ち ょ う く う

M E M O e t c .


